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令和 6（2024）年度 資源評価調査報告書（拡大種） 

 

 種名 サザエ  対象水域 太平洋中・南部（千葉県～宮崎県） 

担当機関名 

水産研究・教育機構 

水産技術研究所 沿岸

生態システム部、千

葉県水産総合研究セ

ンター、東京都島し

ょ農林水産総合セン

ター、同大島事業

所、神奈川県水産技

術センター、静岡県

水産・海洋技術研究

所伊豆分場、愛知県

水産試験場漁業生産

研究所、三重県水産

研究所、和歌山県水

産試験場、徳島県立

農林水産総合技術支

援センター水産研究

課、高知県水産試験

場、大分県農林水産

研究指導センター水

産研究部、宮崎県水

産試験場、全国豊か

な海づくり推進協会 

 協力機関名  

 

1．調査の概要 

千葉県から宮崎県の各都県において、漁法等の情報収集を実施した。また、農林水産

省海面漁業生産統計年報（以下、「農林統計」という）の1956年以降の都県別漁獲量を

集計した。2023年については暫定値を集計した。 

千葉県、神奈川県、三重県では県独自の資源評価を公表しており、その調査結果を引

用した。 

 

2．漁業の概要 

農林統計値に基づき、各都県の2014～2023年の漁獲量を図1に示した。2023年は千葉

県（全域の漁獲量に占める割合：23.1%（以下同様））、大分県（19.3%）、神奈川県（17.9%）、

静岡県（14.0%）、三重県（13.0%）の順に多く、これら上位5県の漁獲量は全域の87.4%
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を占めていた。2013年以降、上位5県の中で順位は入れ替わるものの全域での漁獲量に

対する割合は90.8%（87.3%（2022年）～92.8%（2020年））を占めていた。各県の主な漁

法は、千葉県では刺網、神奈川県では素潜り、覗突き、刺網、静岡県では潜水、刺網、

三重県では海女、刺網、和歌山県では採貝（素潜り）、徳島県では採介藻、宮崎県では採

貝であり、採貝（素潜り、潜水等）と刺網が多かった。 

 

3．生物学的特性 

(1) 分布・回遊：太平洋側は房総半島付近から九州、日本海側では北海道南部から九州

にかけて外洋性の岩礁域に分布する（岡部ほか 1989）。水温 6℃が生存の下限とさ

れ（対馬暖流域サザエ共同研究チーム 1991）、水温 30℃では死亡率が高くなるとす

る報告がある（三田・清水 2001）。卵は受精後 10 数時間でふ化し、1～3 日間の浮

遊期をもつ（岡部ほか 1989）。殻高 20 mm までの個体は水深 2 m 以浅に多く、成長

とともに深所に拡大し、水深 30 m 付近にも分布するようになる（岡部ほか 1989）。 

(2) 年齢・成長：石川県以北では蓋の内側に年に 1 本輪紋が形成されるが、以南では明

瞭でない（宇野 1962）。主に、殻高組成や放流後の追跡調査により成長が推定され

ており、殻高は 1 年で 1～2 cm、2 年で 2～5 cm、3 年で 4～8 cm、4 年で 5～10 cm

とされ、寿命は 7～8 年と考えられている（岡部ほか 1989）。水温 16～30℃がサザ

エの成長にとって好適な水温範囲とされる（岡部ほか 1989）。成長の季節変動は海

域により異なり、冬季の低水温期に成長が停滞、夏季の高水温期に成長が停滞、成

長の停滞が顕著でないの 3 タイプがあるとされ（宇野 1962）、冬季に成長が停滞す

る日本海側よりも成長が停滞しない太平洋側の方が成長がよいとされる（対馬暖流

域サザエ共同研究チーム 1991）。植生も成長に影響を与え、アナアオサやマクサが

優占する海域でよいとされる（岡部ほか 1989）。 

(3) 成熟・産卵：2～3 歳で成熟する個体が出現し、4 歳ではほぼすべての個体が成熟す

る（岡部ほか 1989）。生殖腺の組織観察、大きさの変化、コレクターによる着底稚

貝の出現状況から産卵期は 6～10 月で、産卵盛期は 7～8 月とされるが（岡部ほか 

1989）、産卵のピークが水温上昇期と下降期の 2 回見られる地点もある（山田 1995）。

餌料海藻類の豊富な海域ほど生殖腺の発達はよい（対馬暖流域サザエ共同研究チー

ム 1991）。孕卵数について以下の推定式が得られている（F：孕卵数（万粒）、SH：

殻高（mm））。 

長崎県：F＝10^(-8)*1.56*SH^(4.99)（藤井 1998） 

静岡県：F＝10^(-9)*2.685*SH^(5.326) （伏見 1980） 

千葉県：F＝10^(-8)*4.79*SH^(4.82) （山本・山川 1985） 

新潟県：F＝10^(-6)*1.52*SH^(3.96) （新潟県栽培漁業センターほか 1998） 

(4) 被捕食関係：藻食性で生息場所周辺に生育している海藻を多岐にわたり摂餌してい

る（対馬暖流域サザエ共同研究チーム 1991）。飼育実験ではアナアオサ、テングサ

類、ヤツマタモク、アカモクなどに対する選択性が強い（対馬暖流域サザエ共同研

究チーム 1991）。捕食者として、フタバベニツケガニやイシガニなどのカニ類、ヤ

ツデヒトデやイトマキヒトデなどのヒトデ類、レイシガイやヒメヨウラクなどの肉
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食性巻貝、他にマダコ、イシダイ、ベラ類などがあげられる（対馬暖流域サザエ共

同研究チーム 1991）。 

 

4．資源状態  

農林統計値に基づく1956年以降の都県別漁獲量を図2および表1に示した。漁獲量は長

期的には減少傾向を示している。一方、CPUE等の資源量指標値を得るためには主要漁

業である採貝、刺網の努力量の適切な評価が不可欠であるが、そのようなデータは得ら

れていない。 

県独自の資源評価（2023年度）によると、千葉県では資源水準は「高位」、動向は「横

ばい」（https://www.pref.chiba.lg.jp/gyoshigen/sigenhyoka/documents/13-r5sazae.pdf、2024年

11月18日閲覧）、神奈川県*では資源水準は「低位」、動向は「減少」と報告されている。

三重県（2022年度）**では、資源水準は「低位」、動向は「減少」と報告されている。 

このように本種の資源水準・動向は地域によって異なるため、資源動向および水準に

ついて対象水域全体での統一的な判断は困難である。 

* https://www.pref.kanagawa.jp/documents/105955/r5-14.pdff、2024年11月18日閲覧 

** https://www.pref.mie.lg.jp/common/content/001099718.pdf、2024年11月18日閲覧 

 

5．その他 

種苗放流は遅くとも1998年から行われている。年によって異なるが、千葉県、東京都、

神奈川県、三重県、和歌山県、徳島県、高知県、大分県で実施されており、2022年は千

葉県、東京都、神奈川県、三重県、大分県の1都4県で合計735千個が放流されている。 
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図 1. 太平洋中・南部におけるサザエの都県別漁獲量（2014～2023 年；農林統計） 

 

 
図 2. 太平洋中・南部におけるサザエの都県別漁獲量の年変化（1956～2023 年；農林統計） 
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表 1. 太平洋中・南部におけるサザエの都県別漁獲量（トン） 

 


